
2026年 6月 30 日 

教職員の皆さま 

学生の皆さま 

図書館事務室 

 

2026 年度電子リソースのトライアルについて（お知らせ） 

 

 本学の教育・研究活動にとって有効・有益な電子リソースの導入を検討するために、例年

トライアルの機会を設けています。つきましては、2026 年度のトライアルを下記のとおり

実施いたしますので、関心のある分野の電子リソースをトライアルいただき、ご意見・ご感

想をお寄せください。 

なお、教職員の皆さまにおかれましては、トライアル案件の募集の際にお示しした目的を

以下に再掲いたしますので、ご確認ください。 

①電子リソースの内容等を事前に確認し、高額な電子リソース（20 万円以上）について

は金額に見合う有効・有益性を確認するため 

②電子リソースの内容等を執行予定予算の目的に照らし合わせ、適切性を確認するため 

③有益な電子リソースの存在をできるだけ多くの利用者に周知し、購入に向け多くの大

学構成員の賛同を得るため 

 

記 

 

1．電子リソーストライアル一覧：別表参照 

 

2．利用手順： 

【学内からの利用】 

別表から利用したい電子リソース名をクリックし、アクセスする。 

【学外からの利用】 

  (1)図書館 Web ページ電子リソースポータルから学外接続サービスにログインする。

（AXIA のアカウント名とパスワードでログイン） 

(2)別表から利用したい電子リソース名をクリックし、アクセスする。 

(3)利用終了時は、(1)の電子リソースポータルで学外接続サービスをログアウトする。 

 （＊「Bloomberg.com」のみ利用手順が異なります。詳細は別表の「マニュアル」からの

リンク先をご覧ください。） 

 

3．注意事項： 

電子リソースの利用に際しては、図書館 Web ページの電子リソースポータルに記載した

「注意事項」および「電子リソース利用ガイドライン」「電子リソースの不適切な利用に

ついて」（「使い方/Q&A」ページ）を熟読し、利用規約を遵守してください。 

https://proquest.sunmedia.co.jp/nanzan/erp.html
https://proquest.sunmedia.co.jp/nanzan/erp.html
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/support/item/ER_guidelines_20230401_.pdf
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/support/item/inappropriate%20user%20of%20electronic%20resources_Japanese.pdf
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/support/item/inappropriate%20user%20of%20electronic%20resources_Japanese.pdf
http://zj2eb6ja3q.search.serialssolutions.com/?SS_Page=help
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/support/item/QandA_20230401.pdf


【一般的な禁止事項】（電子リソースポータルより転記） 

(1)個人の学習、教育、研究目的以外で利用すること。 

(2)自動プログラム等による一括または連続的な大量ダウンロード。 

(3)個人利用の範囲を超える手動による大量ダウンロード。 

(4)特定の電子リソースの系統的または網羅的なダウンロード。 

(5)ダウンロードしたデータの無断複製、改変、再配布、転売等。 

(6)著作権者への許諾なしに検索結果を公表すること。 

(7)その他、著作権法、利用規約等に反する行為。 

 

4．ご意見・ご感想： 

次年度以降の電子リソース導入の参考とさせていただきます。トライアルをご利用後は、

PORTA アンケートでご意見・ご感想をお寄せください。 

【アンケート締切：2026 年 9 月 30日(水)】 

 

5．問合せ先： 

図書館事務室 第二係 E-mail：lib-ai@nanzan-u.ac.jp 

 

以上 

 



＜別表＞電⼦リソーストライアル⼀覧

No. 分野/⽬的 電⼦リソース名 マニュアル 概要 期間
同時

アクセス数

1
総合／
その他(論⽂索引)

Web of Science
(Primary Collection + Research Assistant) マニュアル

Scopusと並び世界で評価されている論⽂引⽤索引データベースのひとつ。
学術雑誌等の⽂献情報を検索できるだけでなく、引⽤元雑誌や被引⽤数等に係る情報を取得可能。
このことで、各分野の重要度が⾼い論⽂を効率よく収集できる。また、投稿先雑誌の選択や、
同分野または分野を跨いでの他の研究者の調査に活⽤でき、研究の深化・発展が期待できる。

【収録内容】
・カバー・トゥ・カバーで索引付けした22,000 誌以上の査読付き学術ジャーナル
・科学、社会科学、芸術、⼈⽂科学にわたる254の分野をカバー
・世界中の研究をつなぐ21億9千万以上の引⽤⽂献
・ジャーナル、学会、書籍のレコードを 9,100万以上収録

7⽉1⽇〜7⽉31⽇
＜1か⽉＞

無制限

2
経済・経営／
新聞・ニュース

Bloomberg.com

マニュアル

初回登録は
こちら

世界の⾦融・経済・企業・政策動向に関するニュースと分析を、⼤学構成員が共通に利⽤できる形で
提供するオンライン情報サービス。世界各地の取材網と統⼀編集基準に基づくコンテンツは、
教育・研究における背景理解、制度環境、国際的⽂脈整理、情報リテラシー教育を ⽀える情報源として
活⽤可能。（研究成果そのものを提供するデータベースではない）

【収録内容】
・Bloomberg の全記事（読み放題）
・24時間グローバル⾦融ニュースネットワーク（ライブおよびオンデマンドで視聴可能）
・30種類以上の購読者限定ニュースレターでの専⾨家による分析
・「Businessweek」デジタル版
・Audio コンテンツ

7⽉1⽇〜7⽉31⽇
＜1か⽉＞

-

3
総合／
新聞・ニュース

Global Newsstream マニュアル

世界各地の新聞・通信社記事・オンラインニュースをテキストデータで収録するデータベース。
New York Times（アメリカ）、Le Monde（フランス）、Frankfurter Allgemeine Zeitung（ドイツ）、El Pais
（スペイン）といった欧⽶諸国の重要な新聞をはじめとして、世界各地の新聞・ニュースの最新号を収録。

【収録内容】
・タイトル数：3,700超、うち約2,000で最新号を全⽂収録。
・収録年代：1960年代以降（タイトルにより異なる）。
・収録⾔語：90%程度が英語。他、フランス語・ドイツ語・スペイン語など。
・更新頻度：毎⽇1回。通信社記事は1⽇3回。

7⽉1⽇〜9⽉30⽇
＜3か⽉＞

無制限

4
総合／
その他(⼈物情報)

⼈物情報データベー
スじんぶつプラス マニュアル

国内で発⾏された多岐にわたる⼈物資料を横断検索できる⼈物調査⽤データベース。
⼈名事典に掲載されるほど有名ではないが、特定分野や特定地域、特定時代では多くの⼈に知られている、
いわば「限定的有名⼈」の調査が可能。⼈名事典の他、明治・⼤正・昭和中期までを中⼼に、業界紳⼠録や
地⽅⼈名録、⾃治体史の“⼈物編”、⼈物列伝などのデータを登載。著作権法上問題のない資料は、
本⽂画像の閲覧・全⽂検索が可能。

【収録内容】
・⾒出⼈名50万⼈超（2026年4⽉リリース時）
・皓星社刊「⽇本⼈物情報⼤系」（全100巻）をベースに、

国⽴国会図書館未所蔵の⼈物資料や地⽅・旧植⺠地の資料などを順次追加収録。
・国⽴国会図書館デジタルコレクション（デジコレ）で⽬次がない⼈物資料に対しても独⾃に⽬次を作成。
・契約中のデータベース「ざっさくプラス」（約3,000万件のデータ）と連携。

7⽉1⽇〜7⽉31⽇
＜1か⽉＞

10

https://nanzan-u.idm.oclc.org/login?url=https://webofscience.com/
https://clarivate.libguides.com/ld.php?content_id=71828302
https://www.bloomberg.com/
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/item/Bloomberg.com_manual.pdf
https://www.bloomberg.com/account/register
https://nanzan-u.idm.oclc.org/login?url=https://www.proquest.com/globalnewsfed?accountid=45079
https://clarivate.libguides.com/ld.php?content_id=72231386
https://nanzan-u.idm.oclc.org/login?url=https://jinbutsu-plus.com/
https://office.nanzan-u.ac.jp/library/item/kosei_jinbutsu_manual.pdf

